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法人名

事業所名

所在地

3490200809

広島市中区光南二丁目20-15
TEL　082-247-2080

グループホーム　ほのぼの苑　光南

事業所番号

リバーサイドに位置し苑の向かいには公園があります。その先には本川に沿った遊歩道が通って
おり入居者様の散歩コースになっています。春には桜を、秋には紅葉と季節の移り変わりを感じ
ながら外気浴を楽しまれています。また、向かいの公園では外気浴をしている近隣の園児との交
流や町内の納涼祭に出向いて社会との関わりを持って頂いています。日々の生活の中では、ス
タッフ一同理念を念頭に置き入居者様のできていることへの支援、できないことへの支援を行い
皆様の笑顔に繋げることができるよう努めています。

穏やかな河沿いにある三階建ての施設で、屋上にはテラスを設け日光浴や本川を眺める気分転換
のスペースとなっている。周りが散歩コースで、四季折々の風情を楽しめる静かな環境に恵まれ
地域の季節行事などに積極的に参加し絆を深めている。運営推進会議に家族・地域代表者・行政
関係者に加え、協力医・ナース・管理栄養士・福祉用具専門相談員など専門分野から各回毎それ
ぞれに参加を得て、勉強会を併せた充実した内容の開催に努めている。秋の「ほのぼの苑遊会」
では職員持参の紅葉の枝をバックに利用者がお抹茶を点てて和菓子と共に味わい、クリスマス会
には練習を重ねたハンドベルの演奏や歌を楽しむなど、それぞれが主役になれる機会や場面を作
り日常生活の活性化を図っている。笑顔溢れる暖かな暮らしの継続を目指し環境整備やチームケ
アの向上に尽力している事業所である。

１ 自己評価及び外部評価結果

評価機関名

所在地

訪問調査日

一般社団法人広島県シルバーサービス振興会

広島市南区皆実町一丁目6-29

平成31年3月20日

株式会社　冨山学園

基本情報リンク先ＵＲＬ
http://www.kaigokensaku.mhlw.go.jp/34/index.php?action_kouhyou_detail_022_k

ani=true&JigyosyoCd=3490200809-00&ServiceCd=320&Type=search

平成31年2月25日 評価結果市町受理日

http://www.kaigokensaku.mhlw.go.jp/34/index.php?action_kouhyou_detail_022_kani=true&JigyosyoCd=3490200809-00&ServiceCd=320&Type=search
http://www.kaigokensaku.mhlw.go.jp/34/index.php?action_kouhyou_detail_022_kani=true&JigyosyoCd=3490200809-00&ServiceCd=320&Type=search


自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義を踏まえ
た事業所理念をつくり，管理者と職
員は，その理念を共有して実践につ
なげている。

○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮ら
し続けられるよう，事業所自体が地
域の一員として日常的に交流してい
る。

○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は，実践を通じて積み上げて
いる認知症の人の理解や支援の方法
を，地域の人々に向けて活かしてい
る。

○運営推進会議を活かした取組み

運営推進会議では，利用者やサービ
スの実際，評価への取組み状況等に
ついて報告や話し合いを行い，そこ
での意見をサービス向上に活かして
いる。

○市町との連携

市町担当者と日頃から連絡を密に取
り，事業所の実績やケアサービスの
取組みを積極的に伝えながら，協力
関係を築くように取組んでいる。

運営推進会議終了後、報告書を作成し
提出している。会議には出席頂けない
が市職員による講義をして頂いたこと
もあり4月の運営推進会議では講義依頼
を計画している。

他事業所との合同研修で交流した職員
が落語のボランティアとして来訪し、
利用者と和やかな時を過ごす取り組み
につなげ関わりの輪をひろげている。
区の担当者と普段から報告・相談・手
続きなどで密に連携し協力関係を築い
ている。

町内会に加入して納涼祭、秋祭り、と
んど祭り、運動会などの行事や町内清
掃に参加している。

普段から挨拶や会話など地域住民との
自然な繋がりを持ち、目前の公園での
納涼祭を楽しみ、秋祭りには事業所に
神輿が訪れたり、小学校の運動会にも
見学参加するなど地域の季節行事を通
じて交流を継続している。年三回、施
設見学会を開催し地域交流を図ってい
る。

運営推進会議の中で入居者様の苑内で
の生活や活動を写真を用いて説明を加
えながら見て頂いている。また、講義
を頂いた有識者の話や出席者の皆様か
らのご意見等をスタッフに伝えてサー
ビスの向上に繋がるよう努めている。

当会議には家族・地域や行政関係者に
加え、各回に医師・ナース・管理栄養
士・福祉用具専門相談員などによる勉
強会を組み込み活性化を図っている。
議事録については、その記述内容を深
め、家族にも送付するなど更なる共有
に努めることも視野に入れている。

運営推進会議において社会福祉協議会
会長や町内会長、民生委員会長の方々
に出席を頂いて、ご利用者様の苑内で
の生活や活動などをお伝えしている。

外部評価

Ⅰ  理念に基づく運営

事業所理念を三分割し（一人ひとりの
気持ちに寄り添う・笑顔・温かな暮ら
し）それぞれについて、職員がチェッ
クし日々振り返りを行なう仕組みを設
け、折りにふれ理念に立ち返り実践に
つなげるよう取り組んでいる。

施設の理念を各ユニットに掲示してい
る。朝の申し送り後に皆で唱和して理
念に沿った支援が行えるよう努めてい
る。また、理念に沿った支援が行えて
いるか日々評価している。

自己
評価

外部
評価

項目

1 1
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3
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自己
評価

外部
評価

項目

○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密
着型サービス指定基準及び指定地域密
着型介護予防サービス指定基準におけ
る禁止の対象となる具体的な行為」を
正しく理解しており，玄関の施錠を含
めて身体拘束をしないケアに取り組ん
でいる。

○虐待の防止の徹底

管理者や職員は，高齢者虐待防止法
等について学ぶ機会を持ち，利用者
の自宅や事業所内での虐待が見過ご
されることがないよう注意を払い，
防止に努めている。

○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は，日常生活自立支援
事業や成年後見制度について学ぶ機
会を持ち，個々の必要性を関係者と
話し合い，それらを活用できるよう
支援している。

○契約に関する説明と納得

契約の締結，解約又は改定等の際
は，利用者や家族等の不安や疑問点
を尋ね，十分な説明を行い理解・納
得を図っている。

○運営に関する利用者，家族等意見の反
映

利用者や家族等が意見，要望を管理
者や職員並びに外部者へ表せる機会
を設け，それらを運営に反映させて
いる。

契約時はわかり易い説明ができるよう
心がけ区切りのいいところで、質問の
有無を確認しながら理解が得られるよ
う努めている。また不安や疑問などに
ついて問いかけを行い表出しやすいよ
う努めている。

運営推進会議の中で意見等を述べて頂
いたり面会時、ケアプラン説明時に
伺った意見などを朝の申し送りの時や
連絡ノートに書き全スタッフに伝えケ
アに反映している。

主に面会やイベント時に意見・要望を
伺い、連絡ノートなどに記し職員間で
共有化に努めている。頂いた貴重な意
見を集約検討し、ケアや運営への改善
対策を講じている。遠方の家族には手
紙や電話で連絡を取り状況説明や相談
などに応じている。

現在、身体拘束を要す利用者はおられ
ない。今年度より身体拘束適正化検討
委員会を発足し3ヶ月に一度、全スタッ
フ周知できるよう身体拘束について研
修を行っている。特に現状では身体拘
束がないものの身体介助及び言葉など
による拘束がないか研修の中で学んで
いる。

スピーチロックを含め身体拘束を行わ
ない支援に取り組み、三か月毎に身体
拘束適正化検討委員会を催し職員間で
周知徹底を図っている。「虐待の芽
チェックリスト」で毎月振り返り、利
用者への適切な対応に努め意識を高め
ている。

高齢者虐待の研修を今年度は2回受けて
いる。研修を受けたスタッフがスタッ
フ会議の中で資料と合わせ伝達研修を
行い全員が周知している。また、「虐
待の芽チェックリスト」を用い各々が
毎月チェックし施設長に提出してい
る。

成年後見人制度については市職員から
講義を受けたことがありスタッフ会議
の中で伝達研修を行った。今後は、権
利擁護に関する制度の勉強会ができて
いないため実行していく。

7

10

8

6

9

6 5

3 一般社団法人広島県シルバーサービス振興会



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自己
評価

外部
評価

項目

○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は，運営に関する職
員の意見や提案を聞く機会を設け，
反映させている。

○就業環境の整備

代表者は，管理者や職員個々の努力
や実績，勤務状況を把握し，給与水
準，労働時間，やりがいなど，各自
が向上心を持って働けるよう職場環
境・条件の整備に努めている。

○職員を育てる取組み

代表者は，管理者や職員一人ひとり
のケアの実際と力量を把握し，法人
内外の研修を受ける機会の確保や，
働きながらトレーニングしていくこ
とを進めている。

○同業者との交流を通じた向上

代表者は，管理者や職員が同業者と
交流する機会をつくり，ネットワー
クづくりや勉強会，相互訪問等の活
動を通じて，サービスの質を向上さ
せていく取組みをしている。

○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で，
本人が困っていること，不安なこ
と，要望等に耳を傾けながら，本人
の安心を確保するための関係づくり
に努めている。

職員各々が担当する業務部門があり、
月毎の社長同席のスタッフ会議で報告
発表し意見交換を行なっている。職場
環境整備や個々に合わせたケアへのス
キルアップなど、職員間で課題に対す
る改善策を講じている。日頃からス
タッフ同士で話し合う機会も多く話し
やすい関係性が築かれている。

代表者は職員の能力や日頃の努力を加
味して昇給や賞与に反映している。今
年度は夜勤手当に対して賃金アップが
あった。また、他施設間の異動によっ
て業務経験を重ねることにより新しい
知識を習得し向上していけるようにし
ている。

社内外での研修に必要に応じ個別で参
加している。研修終了後はスタッフ会
議の中で伝達研修を行い全スタッフが
学んでいる。今年度は「身体拘束」
「高齢者虐待」「高齢者のレクリエー
ション」など研修を受けている。

毎月1回、社長出席のもとスタッフ会議
を行いスタッフ全員が担当している各
業務（感染・事故報告・設備・行事な
ど）の報告をし合い意見交換をしてい
る。また、管理者は連絡ノートの活用
及びカンファレンスなどで意見を出し
合えるよう努めている。

研修参加において同席した同職種の
方々とグループワークを通し各事業所
の問題点や良いところなどのコミュニ
ケーションをとっている。また、その
中でボランティアで趣味の落語を披露
されているケアマネジャーと繋がりが
持て当苑で落語を披露して頂いた。

Ⅱ  安心と信頼に向けた関係づくりと支援

入居前に担当ケアマネジャーからその
方の情報収集を行い面談に伺ってい
る。その際に御本人との対話やご家族
からの今までの暮らしぶりや習慣など
を伺いながら不安や要望等を傾聴し安
心して頂けるよう努めている。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自己
評価

外部
評価

項目

○初期に築く家族等との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で，
家族等が困っていること，不安なこ
と，要望等に耳を傾けながら，関係
づくりに努めている。

○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で，
本人と家族等が「その時」まず必要
としている支援を見極め，他のサー
ビス利用も含めた対応に努めてい
る。

○本人と共に過ごし支えあう関係

職員は，本人を介護される一方の立
場に置かず，暮らしを共にする者同
士の関係を築いている。

○本人を共に支えあう家族との関係

職員は，家族を支援される一方の立
場に置かず，本人と家族の絆を大切
にしながら，共に本人を支えていく
関係を築いている。

○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染
みの人や場所との関係が途切れない
よう，支援に努めている。

ご本人とご家族で外出（一時帰宅、外
食、受診、墓参り）されたり近隣の散
歩に出かけられたりと協力を得てい
る。面会の際はゆっくりお過ごし頂け
るよう配慮しタイミングを図って日中
及び夜間のご様子をお伝えしている。

ご家族より、事前に頂く予定（受診、
外食、一時帰宅、墓参り）に合わせ排
泄介助等の身支度を援助している。遠
方のお身内から頂く電話の取り次ぎや
届いた手紙をお渡ししてまた、遠方か
らの孫やひ孫の面会時にはゆっくりと
お過ごし頂けるよう環境を整えてい
る。

家族など面会者も多く、三味線や落語
などのボランティアの来訪で利用者と
の馴染みの関係性を深めている。一時
帰宅や墓参りなどで昔からの知人と旧
交を温めたり、手紙や電話で近況を知
らせるほか、個々の懐かしい関わりが
継続されるよう日々支援している。

18

19

20 8

16

17

入居に際し不安がないよう入居前の情
報収集を踏まえ会話の時間を多く持ち
心配事や要望をお聞きして信頼関係を
構築できるよう努めている。

ご本人のお好きなことや得意なこと、
これまでの生活の中でされていたこと
を提供している。食事を共に摂ったり
リビングでは会話の中で戦時中の話や
家事など教わっている。また、昔遊び
などしている。

入居前の面談やケアマネジャー、ご家
族からの情報収集などから必要と思わ
れる支援を見極め実践可能なサービス
ができるよう努めている。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自己
評価

外部
評価

項目

○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し，一人ひ
とりが孤立せずに利用者同士が関わ
り合い，支え合えるような支援に努
めている。

○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了して
も，これまでの関係性を大切にしな
がら，必要に応じて本人・家族の経
過をフォローし，相談や支援に努め
ている。

○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希
望，意向の把握に努めている。困難
な場合は，本人本位に検討してい
る。

○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮ら
し方，生活環境，これまでのサービ
ス利用の経過等の把握に努めてい
る。

○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方，心身
状態，有する力等の現状の把握に努
めている。

使い慣れた家具や見慣れた洋服、趣味
の道具などを持参して頂いている。長
年使われている化粧水やクリームなど
の日用品を切らさないようご家族への
購入依頼や時にはお預け頂いている小
口現金で購入代行している。

利用者の変化や希望などを施設長・看
護師への報告を行い記録に残し、申し
送りの中で伝え合い併せて連絡ノート
にも記載してそれらから日々の情報収
集を行い全スタッフが共有できるよう
努めている。

サービス利用が終了された利用者は逝
去された方々のため、電話連絡等は控
えている。現在、そのご家族からの問
い合わせや相談等はないまま経過して
いる。毎年8月に事業所内でご逝去され
た入居者の合同法要をさせて頂いてい
る。ご家族にご案内をお出ししてその
際は参列頂いている。

Ⅲ  その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

22

ご本人の思いやペースにできるだけ応
えられるよう配慮している。家事など
の軽作業や趣味でされていたちぎり
絵、油絵などを生かせるようカレン
ダー作りなどで発揮して頂いている。
自室で過ごすことがお好きな方には尊
重しつつもリビングに出て頂く理由付
けを考え対応している。

日常生活の中で、さりげない会話やふ
れあいを通じ「利用者の心の声」を汲
み取り、個別記録に記し職員間で共有
化を図っている。趣味の作品作りや軽
い運動など、やりたい事・できる事の
意欲が湧くよう個々の思いをアセスメ
ントにつなげ日々のケアに活かしてい
る。

リビングでは利用者同士のコミュニ
ケーションが図れるようスタッフが間
に入り対応している。難聴の方や大声
で会話される方がおられる中トラブル
等に繋がらないよう早く察知して回避
または増長しないよう努めている。徘
徊のある利用者には付かず離れずで見
守りを行い他利用者からの苦情に繋が
らないよう努めている。

23 9

24

25

21

6 一般社団法人広島県シルバーサービス振興会



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自己
評価

外部
評価

項目

○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題と
ケアのあり方について，本人，家
族，必要な関係者と話し合い，それ
ぞれの意見やアイデアを反映し，現
状に即した介護計画を作成してい
る。

○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果，気
づきや工夫を個別記録に記入し，職
員間で情報を共有しながら実践や介
護計画の見直しに活かしている。

○一人ひとりを支えるための事業所の多機
能化

本人や家族の状況，その時々に生ま
れるニーズに対応して，既存のサー
ビスに捉われない，柔軟な支援や
サービスの多機能化に取り組んでい
る。

○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地
域資源を把握し，本人が心身の力を
発揮しながら安全で豊かな暮らしを
楽しむことができるよう支援してい
る。

○かかりつけ医の受診診断

受診は，本人及び家族等の希望を大
切にし，納得が得られたかかりつけ
医と事業所の関係を築きながら，適
切な医療を受けられるように支援し
ている。

協力医による往診が月2回ある。急変や
転倒事故などの緊急時には看護師が各
協力医とその都度連絡を取り指示を仰
いでいる。救急搬送になった際は受け
入れ病院の手配をされる。本人や家族
の意向を必要時お伝えしている。

月二回内科の訪問診療や日常的な看護
面でのサポートにより利用者の健康管
理を図っている。日々のバイタル
チェック・水分摂取量などの把握に努
め感染症予防にも配慮している。緊急
時対応や入退院時の支援・通院などに
ついて家族との情報共有化に取り組ん
でいる。

毎日、介護記録を記入している。ま
た、日々のモニタリングを実施しプラ
ンに沿ったサービスが行えているか評
価して介護計画の見直しに役立ててい
る。

施設長限定の運転による買い物や町内
の行事に参加するなど外出支援を行っ
ている。訪問による理美容や訪問マッ
サージを受けている方もおられる。

地域の行事に参加したり近隣のスー
パーへの買い物に出かけられる。向か
いの公園では近隣の園児との交流を楽
しみ散歩中にはご近所の方々と挨拶を
交わし犬などの動物に触れあってい
る。

ご家族の要望やスタッフの意見を反映
し計画作成担当者がケプランを作成し
ている。また、6ヶ月に1回のモニタリ
ングを行ってご本人に適した実施状況
であるか評価している。日々のモニタ
リングも行っている。

毎日記す介護記録や日々のモニタリン
グを通じ、個々のニーズに合わせたプ
ランの作成に努めている。半年毎に見
直しを行ない課題の改善や本人・家
族・職員それぞれの意見を考慮し、
個々のやりがいや趣味などを組み込み
生き生きと過ごせる介護計画になるよ
う取り組んでいる。

27

30 11

28

29

26 10
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自己
評価

外部
評価

項目

○看護職員との協働

介護職員は，日常の関わりの中でと
らえた情報や気づきを，職場内の看
護職員や訪問看護師等に伝えて相談
し，個々の利用者が適切な受診や看
護を受けられるように支援してい
る。

○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際，安心して治療
できるように，また，できるだけ早
期に退院できるように，病院関係者
との情報交換や相談に努めている。
又は，そうした場合に備えて病院関
係者との関係づくりを行っている。

○重度化や終末期に向けた方針の共有と
支援

重度化した場合や終末期のあり方に
ついて，早い段階から本人・家族等
と話し合いを行い，事業所でできる
ことを十分に説明しながら方針を共
有し，地域の関係者と共にチームで
支援に取り組んでいる。

○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備え
て，全ての職員は応急手当や初期対
応の訓練を定期的に行い，実践力を
身に付けている。

○災害対策

火災や地震，水害等の災害時に，昼
夜を問わず利用者が避難できる方法
を全職員が身につけるとともに，地
域との協力体制を築いている。

毎月1回、利用者と共に日中消防訓練及
び夜間消防訓練を行っている。2階・3
階が入居者の生活スペースであるため
出火場所を各階の設定マニュアルで訓
練している。年2回、消防署員立ち会い
のもと訓練を行い、消火器の使用方法
や災害非常掲示板の利用方法を職員全
員が周知できるよう繰り返し行ってい
る。

利用者を交えた自主防災訓練を毎月実
施し、様々な想定での避難経路や救援
方法など実際に動きを確認しながら行
なっている。年二回消防署のアドバイ
スを受け状況に応じた避難訓練を行な
い意識を高めると共に、防災に対する
日頃からの備えを地域ぐるみで強化し
ている。飲料水・簡易食・救援グッズ
などの備蓄も完備している。

35 13

契約時、家族に看取りについて説明し
ているほか実際に重度化した場合には
主治医からご家族へ病状説明を行って
いる。ご家族の選択によって施設での
看取りを希望された場合は真意をしっ
かり確認して主治医へ報告し対応して
いる。ご家族をはじめ全職種が最期ま
で可能な限りの介護を行っている。

終末期に向けた指針があり、入居時に
家族ほかへ説明し重度化した場合には
主治医と共に詳しく方向性を話し合
い、個々の思いにチームで寄り添う支
援に取り組んでいる。看取り研修や実
際の経験を通して更に職員間で意識を
深め終末期ケアに臨んでいる。

各自急変及び事故発生時のマニュアル
を持ちスタッフ会議の中で勉強会をし
ている。1月には「危険予知訓練」とい
う勉強会を行い現場で活かせるよう皆
で学んだ。119番通報を落ち着いて状況
報告できるよう模擬練習を行ってい
る。

排泄介助や入浴介助などで皮膚トラブ
ル、排泄物の性状などに気づきがあれ
ば看護師に報告している。また、看護
師からは内服薬の変更などその都度情
報として伝えている。日常的な変化を
看護師へ伝え看護師から主治医へと報
告し主治医の指示のもと看護・介護業
務を行っている。

入院先の医師と協力医の連携が取られ
ている。また、必要な情報提供をして
いる。入院先への訪問時は病棟看護師
から病状や治療方針の情報を得たり医
療連携室の担当者から情報収集してい
る。

33 12
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自己
評価

外部
評価

項目

○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの
確保

一人ひとりの人格を尊重し，誇りや
プライバシーを損ねない言葉かけや
対応をしている。

○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を
表したり，自己決定できるように働
きかけている。

○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するの
ではなく，一人ひとりのペースを大
切にし，その日をどのように過ごし
たいか，希望にそって支援してい
る。

○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれ
ができるように支援している。

○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう，一
人ひとりの好みや力を活かしなが
ら，利用者と職員が一緒に準備や食
事，片付けをしている。

衣類の選択が困難な利用者への衣類の
準備や寒がりの方、暑がりの方の体調
を考慮した更衣介助行っている。ま
た、化粧される方や使用している乳
液、化粧水の不足がないよう家族への
購入依頼もしくは購入代行をしてい
る。

入居時の情報から好き嫌いを把握し代
替え料理の献立を作り、偏食の利用者
とはコミュニケーションを取りながら
お好きな食材、調味料などを使用し工
夫して提供している。盛り付けや下ご
しらえなど個々の能力に応じた役割を
提供をし食後の食器洗い、食器拭きや
トレー拭きをして頂いている。

美味しく楽しく食事するのをモットー
に個々の好みや食べやすい形態に工夫
を凝らし、リクエストにも応えた三食
共手作りで提供している。利用者の役
割分担で下ごしらえ・おせちや花見弁
当の盛り付け、食器洗いなどを自然に
行ない生活活動の幅をひろげ共に楽し
み味わっている。

接遇を全職員に周知徹底している。入
居者の方々が広島出身であるため、あ
えて広島弁を使用しコミュニケーショ
ンを取ることがあるが馴れ馴れしくな
らないよう節度を持った対応をしお名
前も必ず名字でお呼びしている。それ
ぞれの認知症症状に対して傾聴や寄り
添うことで無理強いせず対応するよう
心がけている。

一人ひとりの人格を尊重し、その人に
合った言葉掛けや接遇に留意してい
る。ライフストーリーや趣味嗜好を大
切にしつつ礼節をわきまえた関わりを
持ち、トイレ介助や居室入室時のマ
ナーなど個々が気持ちよく過ごせる対
応を心がけ、職員間で意識付けに努め
ている。

共同生活の中でも一人ひとりのペース
を尊重できるよう心がけている。集団
活動では無理強いしないよう対応しお
気持ちを声に出しやすくできるよう語
りかけをしている。

利用者の体調や生活リズムに合わせた
上で対応している。お過ごし頂く場所
についてもご本人の思いを尊重してい
る。ただし、臥床時間が長い時や自室
で過ごされる時間が長い場合は離床や
リビングに出て頂けることに繋がるよ
うなレクリエーションや軽作業を提供
している。

Ⅳ  その人らしい暮らしを続けるための日々の支援
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自己
評価

外部
評価

項目

○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス，水分量が
一日を通じて確保できるよう，一人
ひとりの状態や力，習慣に応じた支
援をしている。

○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよ
う，毎食後，一人ひとりの口腔状態
や本人の力に応じた口腔ケアをして
いる。

○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減ら
し，一人ひとりの力や排泄のパター
ン，習慣を活かして，トイレでの排
泄や排泄の自立に向けた支援を行っ
ている。

○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し，
飲食物の工夫や運動への働きかけ
等，個々に応じた予防に取り組んで
いる。

○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合
わせて入浴を楽しめるように，職員
の都合で曜日や時間帯を決めてしま
わずに，個々に応じた入浴の支援を
している。

ほとんどの方々が入浴に応じられるが
前もっての約束で入浴される方には前
日に意思確認をしている。必ず拒否を
され応じられない方にはスタッフを変
えたり、時間を置いて促したり他の会
話から入浴へ繋げるなどの対応をして
いる。

利用者と色んな会話を交えながら気分
を変えタイミングを計り、その人に合
わせたケアを心がけている。マッチン
グや同性介助など羞恥心にも配慮し、
各々の意向に沿ったリラックスタイム
となるよう入浴支援に努めている。

月1～2回、口腔衛生士による口腔ケア
を受けられている。食後は総義歯の
方、自歯のある方は必ずご自身で歯磨
きをして頂いて仕上げ磨きを介助して
いる。できない方は全介助で保清に努
めている。歯科医指導であるうがい5回
を実践している。

尿意・便意の曖昧な方は定期的にトイ
レ誘導を行ってパット内への失敗が減
少できるよう努めている。排泄表を時
系列でチェックし個々に誘導するタイ
ミングを把握している。利用者によっ
ては日中と夜間の排泄パターンを分析
し夜間のみ大パットを使用して汚染な
どの不快感を防いでいる。

排泄チェック表を活用し、個々のパ
ターンを把握して失敗の不快感を抱か
ないようトイレ誘導している。その人
に合ったパッド対応や散歩・軽度の運
動などを心掛けスムーズな排泄に向け
た支援に取り組んでいる。

排泄表に状態も合わせて記録してい
る。看護師によって排便コントロール
のマニュアルを作っており薬や座薬だ
けでなくヨーグルトやホットミルクな
ども提供し様子をみている。運動が困
難な入居者には下腹部をマッサージす
るなど滞ることがないよう努めてい
る。

食事量、水分摂取量を毎日記録して
チェックしている。偏食の利用者には
好みの食材をアレンジしたりお好きな
調味料やソースを使用したりまた、咀
嚼力や嚥下能力を見極めその方にあっ
た食事形態、とろみ剤使用などして安
全に食事が取れるよう努めている。水
分の取りにくい方には好みの飲み物や
少量を再々お勧めするなど工夫してい
る。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自己
評価

外部
評価

項目

○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の
状況に応じて，休息したり，安心し
て気持ちよく眠れるよう支援してい
る。

○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的
や副作用，用法や用量について理解
しており，服薬の支援と症状の変化
の確認に努めている。

○役割，楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせ
るように，一人ひとりの生活歴や力
を活かした役割，嗜好品，楽しみご
と，気分転換等の支援をしている。

○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそっ
て，戸外に出かけられるよう支援に
努めている。また，普段は行けない
ような場所でも，本人の希望を把握
し，家族や地域の人々と協力しなが
ら出かけられるように支援してい
る。

○お金の所持や使うことの支援

職員は，本人がお金を持つことの大
切さを理解しており，一人ひとりの
希望や力に応じて，お金を所持した
り使えるように支援している。

簡単な家事や軽作業などを役割として
持って頂き生活歴から知り得た趣味
（ちぎり絵・裁縫・ぬり絵など）など
ができるように働きかけ達成感や充実
感を感じて頂けるよう支援している。

近隣の散歩や買い物、町内の行事など
に参加して頂いて社会との関わりや気
分転換に繋がるよう目的を持った支援
に努めお花見や紅葉など四季を感じて
頂けるよう外出支援に努めているが今
年度は頻度が減少した。外出・外食支
援を増やせるよう来年度の目標に掲げ
る。

近くに遊歩道や公園があり、散歩や買
い物などで気分転換を日常的に行ない
外気に触れるよう心がけている。遊歩
道の桜を愛でるなど施設付近の季節の
移ろいを楽しみ、川を眺めたりプラン
ターの花の世話を職員と共に行ない外
気浴に努めている。

「お金がいるんでしょ？」「お金がな
いから・・」と心配される利用者には
心配が取り除ける会話をして安心感を
持って頂いている。現在、入居者にお
金を所持を希望される方はおられず家
族が管理されている。

日課としてご自身のペースで自室で休
まれる方の尊重や長時間リビングで過
ごされている方の休息への声かけなな
ど個々に対応している。臥床時間の長
い方には離床を促しレクリエーション
や運動に参加して頂いて昼夜逆転防止
や夜間の安眠に繋げている。

内服薬の中止や変更があった場合は看
護師より申し送りの中で副作用及び予
測される症状と合わせて伝達され連絡
ノートにも記載される。また、入居者
個々に既往歴・内服薬等を記載した一
覧表をユニットにファイルしている。
全スタッフがそれらの視点を持って様
子観察し変化などが見られた際は看護
師に報告をしている。

46

48

49 18

50

47
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自己
評価

外部
評価

項目

○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話を
したり，手紙のやり取りができるよ
うに支援をしている。

○居心地の良い共用空間づくり

共用の空間（玄関，廊下，居間，台
所，食堂，浴室，トイレ等）が，利用
者にとって不快や混乱をまねくような
刺激（音，光，色，広さ，温度など）
がないように配慮し，生活感や季節感
を採り入れて，居心地よく過ごせるよ
うな工夫をしている。

○共用空間における一人ひとりの居場所
づくり

共用空間の中で，独りになれたり，
気の合った利用者同士で思い思いに
過ごせるような居場所の工夫をして
いる。

○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は，本人
や家族と相談しながら，使い慣れた
ものや好みのものを活かして，本人
が居心地よく過ごせるような工夫を
している。

○一人ひとりの力を活かした安全な環境づ
くり

建物内部は一人ひとりの「できるこ
と」や「わかること」を活かして，
安全かつできるだけ自立した生活が
送れるように工夫している。

危険な物以外はお持込み頂いている。
自宅で使用されていたデスクや椅子を
使用されたりぬいぐるみや置物など馴
染みの物を部屋の中に置き心地よく過
ごせるよう支援している。荷物の多い
方はケースを、テレビのお好きな方は
テレビを置いて使用されている。

各々の馴染みの調度品やテレビなどを
持ち込み、家庭に居るような落ち着い
た雰囲気で寛げるよう心がけている。
職員手作りの誕生日カード・季節の飾
りものなどを飾りつけ、趣味や個性を
活かしたその人らしい居室づくりに配
慮している。

ユニット内はバリアフリーであらゆる
箇所に手摺りを設置している。車椅子
ごと入れるトイレを設置しており生活
動線に障害物を置かないよう環境整備
している。リビングには掛け時計と手
作りカレンダーを置き日付や時間がわ
かるようにしている。

利用者から手紙を出されることは日常
的にないが最近では孫からの結婚式の
招待状を受け取られ出席の返事を入居
者本人がポストに投函された。遠方か
らの家族からの電話を取り次ぎ自室で
ゆっくり会話できるよう対応してい
る。

玄関には花や観葉植物を飾っている。
リビング内には利用者の日常の写真や
ぬり絵、ちぎり絵など飾っている。昨
年から入居者と一緒にカレンダー作り
をし、その月の特色を絵を描いたりち
ぎり絵で表している。

各階にはベランダがありプランターで
花を育て、見晴らしの良い景色を楽し
める開放的で明るいリビングである。
対面キッチンから様子を見られる造り
で、職員と共に作成したカレンダー、
ちぎり絵や折り紙などの手作り作品が
掲示されアットホームなスペースと
なっている。

リビングでの席は皆様定位置に座ら
れ、コーヒーを飲みながらテレビを楽
しまれたりあるいは軽作業をこなされ
ている。個々を尊重しながら対応して
いる。

54 20

51

55

52 19

53
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○

○

○

○

○

○

○

○

利用者は，戸外への行きたいところへ出かけている
③利用者の３分の１くらいが

④ほとんどいない

③利用者の３分の１くらいが

②数日に１回程度ある

③たまにある

④ほとんどない

④ほとんどいない

①ほぼ全ての利用者が

②利用者の３分の２くらいが

Ⅴ  アウトカム項目

①ほぼ全ての利用者の

②利用者の３分の２くらいの

③利用者の３分の１くらいの

57 利用者と職員が，一緒にゆったりと過ごす場面がある

63

61

④ほとんど掴んでいない

①毎日ある

58 利用者は，一人ひとりのペースで暮らしている

職員は，利用者の思いや願い，暮らし方の意向を掴んでいる。56

利用者は，職員が支援することで生き生きした表情や姿がみられている

②利用者の３分の２くらいが

職員は，家族が困っていること，不安なこと，求めていることをよく聴いて
おり，信頼関係ができている

59

62
利用者は，その時々の状況や要望に応じた柔軟な支援により，安心して
暮らせている

60

①ほぼ全ての利用者が

②利用者の３分の２くらいが
利用者は，健康管理や医療面，安全面で不安なく過ごせている

①ほぼ全ての家族と

②家族の３分の２くらいと

④ほとんどいない

①ほぼ全ての利用者が

③利用者の３分の１くらいが

④ほとんどいない

③利用者の３分の１くらいが

②利用者の３分の２くらいが

①ほぼ全ての利用者が

②利用者の３分の２くらいが

④ほとんどいない

①ほぼ全ての利用者が

③家族の３分の１くらいと

④ほとんどできていない

③利用者の３分の１くらいが



○

○

○

○

○

66 職員は，活き活きと働けている

64
通いの場やグループホームに馴染みの人や地域の人々が訪ねて来て
いる

65

68
職員から見て，利用者の家族等はサービスにおおむね満足していると
思う

67 職員から見て，利用者はサービスにおおむね満足していると思う

運営推進会議を通して，地域住民や地元の関係者とのつながりの拡が
りや深まりがあり，事業所の理解者や応援者が増えている

④ほとんどない

①大いに増えている

②少しずつ増えている

④ほとんどできていない

④ほとんどいない

①ほぼ全ての家族等が

②家族等の３分の２くらいが

③家族等の３分の１くらいが

①ほぼ全ての利用者が

②利用者の３分の２くらいが

③利用者の３分の１くらいが

③たまに

①ほぼ毎日のように

②数日に１回程度

③あまり増えていない

④全くいない

①ほぼ全ての職員が

③職員の３分の１くらいが

④ほとんどいない

②職員の３分の２くらいが



（様式２）

事業所名 グループホームほのぼの苑光南

作成日

【目標達成計画】

1

2

3

4

5

6

7

注１）項目番号欄には，自己評価項目の番号を記入すること。
注２）項目数が足りない場合は，行を追加すること。

大きな事故に繋がって
いないものの同一内容
のヒヤリハットが多
い。また、積極的にヒ
ヤリハットが書かれて
いない。

・積極的にヒヤリハッ
　トを書く。
・対応策を継続的に実
　行する。

・対応策が実行されて
　いるかスタッフ間で
　チェックする。

半年

運営推進会議の中で行
われたことや頂いた意
見を全スタッフに伝え
きれていない。

・全スタッフに伝わる
　うにする。

・議録を全スタッフに
　配布し説明する。
・可能な限り1名の介
　護士が参加できるよ
　うにする。

1年

２  目標達成計画

令和元年５月１３日

優
先
順
位

項
目
番
号

現状における
問題点，課題

目標
目標達成に向けた

具体的な取組み内容
目標達成に
要する期間


